
2019年度 自動車・自動車部品WG

1. WGの概要

(1)目的
・お客様の安全に影響を与える可能性がある模倣自動車部品の流通・販売を
減らす取り組みを共同で行う
・自動車産業に関する知財動向情報等を収集、対応・活用方法を検討する

(2)概要
・自動車メーカ・自動車部品メーカ等、8社1団体が参加
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【テーマ設定の考え方】

■模倣部品の流通・販売を減らす取り組みを共同で行う (No.1-3)

■自動車産業に係る知識産権連盟・専利快速保護センター設立の動きがあるため、その実態・動向を調
査し、日系自動車関連企業としての対応・活用方法を検討する (No.4-5) 

【活動テーマ一覧】
No. テーマ名 新規/継続 担当

1 モーターショーでの消費者啓発活動 継続
KYB、デンソー、
日本製鉄、日産

2
共同啓発活動

（対当局、対消費者（モーターショー以外））
継続 マツダ、AGC

3
VDA*との連携した模倣対応活動（当局訪問、摘発押収品

の廃棄、オフライン/オンラインでの実態調査等）
継続

トヨタ、デンソー、
日本製鉄、日産

4 中国自動車産業知識産権連盟の実態調査 継続 日産

5 重慶市専利快速保護センター（自動車産業用）の実態調査 継続 ホンダ

2. 活動テーマ

*: ドイツ自動車工業会（Verband der Automobilindustrie）
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No. テーマ名 昨年度の積み残し課題 2019年度実施計画

1
モーターショーでの
消費者啓発活動

アンケート結果等に応じた展示・運営方法の改善

・広州MS出展（11月22日～12月1日)

・主な改善点：Weiboとの連携、正面パネル・パンフ
レット等の改善検討、展示態様の統一等

2 共同啓発活動 アカウント設立と実運用 ・Weibo公式アカウントを取得、実運用を開始

3
VDAとの連携した
模倣対応活動

連携テーマの実施

・VDAと連携し、以下を検討・実施する

1)工場摘発の件数・地域データ共有

2)当局への共同訪問・意見交換

3)押収品廃棄・オンライン対策等の意見交換

4
中国自動車産業知識
産権連盟の実態調査

調査の継続実施と対策検討
・継続してウォッチング、パテントプール等の目立った動
きがあった場合は意見交換を打診

5
重慶市専利快速保護
センターの実態調査

調査の継続実施と対策検討
・センターの運用状況の情報収集

・センターとの交流を通じて、連携の可能性を探る

3. 今年度の活動計画



4. これまでの主な成果: VDAとの連携した模倣対応活動
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河北省清河市MSAへ共同で訪問し意見交換を実施
・各企業の模倣品対策事例紹介
・清河地域の模倣対策ニーズヒアリング
・今後の連携活動に関する議論 等



4. これまでの主な成果: 共同啓発活動
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微博（Weibo）の模倣品啓発用公式アカウントを取得済み
今後、以下の記事を随時発信予定
・IPG及び本WGの紹介
・模倣品を使用することのリスク説明、純正品/模倣品の比較ビデオ紹介
・各社の厳正声明
・広州MSにおける啓発活動予告、当日の様子紹介
・当局との交流活動 等

アカウントのフォロー

よろしくお願いします！


